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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 ファルネシル二リン酸シンターゼ（FPS）とゲラニルゲラニル二リン酸シンターゼ（GGPS）はイソプレノイド
合成系で働くキー酵素である。本論文では分裂酵母で二つ新規な遺伝子spo9+, fps1+を同定し、その性格付け
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を行った。Fps1, Spo9はいずれもFPSと高い相同性をもつものの、異なる働きを担っていた。一方、分裂酵母に
はFPS様タンパク質は２つ存在するにもかかわらず、GGPSと高い相同性をもつタンパク質は存在しない。分子遺
伝学、生化学、および分子細胞生物学的解析から、分裂酵母ではFPSはFps1、GGPSはFps1とSpo9のへテロマーに
よって構成されることが明らかになった。このようにGGPSは2つのFPS様タンパク質からなるという例は今回の
発見が初めてであり、新規なGGPSの構成モデルを提唱した。また、同時にGGPSが胞子形成に関わっているとい
うことも明らかにしている。 
 申請者の発見は脂質代謝において重要な知見を提唱するものであり、学位を授与するのに十分ふさわしいと
判断した。 
